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▼アカマツ ▲市の花

   ササユリ

▲旧東明寺梵鐘拓影（岡田栄吉氏旧蔵）

　５月１１日、阿山B&G海洋センター
で阿山スポーツ教室「太極拳教室」が行
われました。太極拳は、緩やかで流れる
ような動作が特徴の中国武術の１つで、
皆さんも健康体操としてご存知だと思
います。
　今年で７年目を迎えたこの教室は、呼吸と姿勢に気をつけながら無
理のない動作を行い、心と体をリラックスさせて元気になろうと開催
しています。参加された方は、実際にやってみるとゆっくり動くのは
難しいけれど、体の芯まで温まり、終わった後はすっきりと爽快な気
分になると、健康効果を実感している様子でした。　　　（今月の表紙）

太極拳教室

　　

普
段
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
「
利り

え
き益

」
と
い
う

言
葉
は
、「
儲も

う

け
」
と
い
っ
た
意
味
で
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
り
や
く
」
と
読
む
と
、
神

や
仏
の
恵
み
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
ご
利り

や
く益

を
願
う
鐘
は
、
東
湯
舟

の
山
間
に
あ
っ
た
東と

う
み
ょ
う
じ

明
寺
の
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘

で
す
。
梵
鐘
の
大

き
さ
は
、
高
さ
83
・
４
㎝
、
口
径
55
・
８
㎝
で
、
側

面
に
次
の
よ
う
な
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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縁
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之
殊
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現
当
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乃
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法
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平
等
利
益
也
仍
旨
趣
如
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正
慶
元
年
大
歳

申
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十
月
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大
工
藤
井
友
長

　

伊
賀
市
の
北
東
部
、
阿
山
地
区
に
は
平
安
時
代
か

ら
東
大
寺
の
杣そ

ま

や
荘
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
銘
文
に

あ
る
湯
船
・
玉
滝
・
鞆
田
・
槙
山
な
ど
の
地
名
が
た

び
た
び
史
料
に
登
場
し
ま
す
。

　

銘
文
に
は
、
東
大
寺
領
で
あ
る
伊
賀
国
の
湯
船
庄

の
東
明
寺
で
、
湯
船
庄
や
近
隣
の
村
々
の
信
仰
心
の

あ
る
人
々
が
、
丹
精
を
込
め
て
力
を
合
わ
せ
て
鐘
を

作
り
ま
し
た
。
現
世
や
来
世
で
願
い
が
叶
い
、
こ
の

世
で
皆
に
等
し
く
ご
利り

や
く益

が
あ
る
よ
う
に
、
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
梵
鐘
が
作
ら
れ
た
の
は
正

し
ょ
う
き
ょ
う慶
元
年

（
１
３
３
２
）
で
、
藤
井
友
長
と
い
う
人
物
が
中
心

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

梵
鐘
が
作
ら
れ
た
頃
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
へ
と
移
り
変
わ
る
激
動
の
時
代
で
、
正
慶
元
年

の
５
年
前
に
当
た
る
嘉か

り
ゃ
く暦

２
年
（
１
３
２
７
）
に
は
、

ご
利り
や
く益

を
願
う
鐘

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
⑸

内
保
庄
で
民
家
が
焼
か
れ
る
事
件
が
あ
り
、
８
年
後

の
暦り

ゃ
く
お
う応３

年
（
１
３
４
０
）
に
は
、
鞆
田
庄
に
悪
党

が
乱
入
す
る
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
不
安

定
な
時
代
に
皆
に
仏
の
恵
み
が
あ
る
こ
と
を
願
い
、

人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
梵
鐘
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
か
ら
お
よ
そ
６
５
０
年
前
の
湯
船
の
地
に

は
、
こ
の
平
等
利
益
を
願
っ
た
鐘
の
音
が
鳴
り
響
い

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
梵
鐘
は
最
初
に
作
ら
れ
た
後
に
刻
ま

れ
た
銘
文
か
ら
、
文ぶ

ん
あ
ん安
３
年
（
１
４
４
６
）
に
名
張

郡
安
部
田
村
（
名
張
市
安
部
田
）
の
観
音
寺
に
移

り
、
元げ

ん
き亀
元
年
（
１
５
７
２
）
に
は
摂せ

っ
つ
の
く
に

津
国
能の

せ勢
郡ぐ

ん

木き
し
ろ
の
し
ょ
う

代
庄
（
大
阪
府
能
勢
町
）
に
移
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
し
て
今
は
兵
庫
県
宝
塚
市
に
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
『
伊
賀
市
史 

資

料
編　

古
代
・
中
世
』
に
は
、
伊
賀
市
の
歴
史
を
示

す
古
文
書
・
古
記
録
だ
け
で
な
く
、
今
回
ご
紹
介
し

た
よ
う
な
梵
鐘
の
銘
文
な
ど
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
。　
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